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NO2－の応答感度化が向上することが分かった。溶液の pHを変えた場合、pH 7および 
10のいずれの条件でもNO2－の応答を示したが、より塩基性条件下にで、SmFeO3/GC
電極、SmFeO3/Au電極とも、高い応答特性を示した。pH 10下は、これまでにほとん





















学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 森山 実加子氏は、高感度で特定イオンに対する選択性が高く、更にはローコストで
ある高性能亜硝酸イオンセンサの開発についての基礎研究を行い、高分子前駆体法によ
りペロブスカイト型酸化物微粉体を、さらにその微粉体を電気泳動法により厚膜型素子
を作製し、小型でシンプルな構造である特徴を持つ電流検出型センサを設計開発した。
センサデバイス材料には、SmFeO3厚膜電極系が、亜硝酸イオンに対して迅速な応答／
回復挙動を伴う優れた応答特性を示すことを見出している。さらに、ＡＢＯ系厚膜型素
子を作製し、Aサイト、Ｂサイト金属が与える亜硝酸イオン検知特性への影響を評価し
たところ、A=Smおよび B=Feが、いずれも吸着酸素量がもっとも多く、この吸着酸素
由来の吸着水酸化イオンをかいする、電気化学的亜硝酸イオンに対する良好な応答特性
を示すことを見出した。また、SmFeO3系センサデバイスは、亜硝酸イオン以外のほと
んどのアニオンに応答せず、高い選択性も有することを見出している。 
 本研究では、SmFeO3が亜硝酸イオンに対して優れた応答特性を示すことを見出した。
さらに、堆積させるセンサ材料によって応答特性が変化し、これより応答機構を推察し
た。さらに上記の結果より、酸化物材料設計や電極基盤の適応により高性能センサ材料
への可能性を示し、高感度・高選択性・長期安定性を備えた極小型かつ安価な化学セン
サの実現に向けた知見を示した。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査 
した結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
